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団体名 チーム岡山まぜごはん 

代表者名 綾部小百合 

連絡先 

住所 岡山市南区南輝３－１９－６ 

TEL ０９０－３１７１－１９１０ 

E-mail nekonekomutu@gmail.com 
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設立年（西暦）       2018 年 

助成活動名 岡山県在住の外国人と地域住民との交流及び相互理解の居場所づくり 

助成額      300000 円 

活動内容 

目的 

外国から来た人を「労働者」として捉えるのではなく、「隣人」として迎え入
れ、触れ合う場を提供する目的で、つくぼ片山家で以前から行っていた「おし
ゃべり喫茶」（地域コミュニティの場）に、外国人を迎え入れて触れ合いの場を
提供する活動を行っている。 
岡山県内在住の海外からの留学生や働きに来ている人たちに、地域に住む人々
との交流の場を作りたいと考え、気負うことなく触れ合える機会を工夫し、活
動を続けている。 
私たちチーム岡山まぜごはんでは、倉敷市帯高にある古民家「つくぼ片山家」
をベースに、誰でも気軽に立ち寄れる温かい空間を作り、地域住民と外国人が
互いの文化や習慣を学び合い、交流を深める場として、多くの方に利用しても
らえることを目的としている。 
チーム岡山まぜごはんは、さまざまな社会資源との協働のもと、地域が有する
歴史や文化・伝統を尊重し、その特性を活かしつつ、豊かな生活文化の創造及
び社会福祉の増進に寄与し、安心で安全な住みよい「笑顔あふれる地域」の実
現に向けて諸活動を、組織に縛られるのではなく、地域の課題を解決するため
に自主的かつ自立的に活動を行いたいという思いのあるメンバーが集まって作
られた。NPO つくぼ片山家プロジェクトの活動にボランティア参加し、メンバ
ーそれぞれの個性・資格・特技を生かした形で協力している。 
 

内容 

◉おしゃべり喫茶 

毎月第 3 土曜日の午後に開催する「おしゃべり喫茶」は、誰でも気軽に楽しく語

らい集える場として地域に根付いている「サロン」である。ここに岡山に縁あっ

て住むことになった外国人も地域の仲間として参加してくれている。日本人・外

国人の区別なく、地域の人たちとの触れ合いの場での語らいは、普段「職場」と

「自宅」との往復だけでは体験できない、「国籍」「性別」「年齢」を超えた関係性

を築いている。 

 

【4 月】尺八とフルートのコンサート 

参加者：22 人 海外からの参加者：1 人（ベトナム） 

岸本寿男先生（医師）とまぜごはんメンバー今村由美子とのコラボコンサート。 

ジャズをはじめ様々なジャンルの曲を演奏してもらい、癒しの空間になりました。



 

【５月】つくぼ片山家お茶会 

参加者：10 人 海外からの参加者：1 人 

つくぼ片山家で毎年開催されている「片山家茶会」、海外からの参加者はお一人で

したが、 

丁寧にお点前の作法を教えてもらって、楽しんでいただけたようでした。 

 

 

【6 月】ミニピンポン大会＆ボードゲーム大会 

参加者：10 人 海外からの参加者：0 人 

海外からの参加者は残念ながら 0 人であったが、百人一首を悪戦苦闘しながら下

の句を探したり、ボウズめくりをしたりして盛り上がりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



【7 月】夏休み特別プログラム「能楽体験」みんなでやってみよう！ 

参加者：10 人  海外からの参加者 0 人 

室町時代から続く伝統芸能「能」を題材に、仕舞と小鼓の体験を行いました。 

実際に舞台で使う「蜘蛛の糸」の実演を観られる機会であるだけに、外国人の参

加がなかったのが残念でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                       

 

 

 

 

【8 月】人形師中田市男「わたしものがたり」 

参加者：11 人   海外からの参加者 1 人     

夏休み特別企画「最後のおばけ人形師 中田市男」 

おばけ人形を作り続けて 90 年。中田さんのマイヒストリーをお聞きしました。 

作品をあえて未完成で据え置く、完成させしまうと人形に魂が入ってしまう。 

98 歳の中田さん、ミャンマーのスーさんが非常にお気に召したようで、彼女の人

形を作りたいと言われていました。 

 

 

 

【9 月】フリーマーケット 

参加者：16 人 海外からの参加者：0 人 

いろんな掘り出し物を安くみなさんに活用してもらうフリマを開催しました。 

喫茶コーナーでもいろんな話題に盛り上がっていました。 

 

 



 

 

【10 月】お月見とハロウィン 

参加者：8 人 海外からの参加者：0 人 

つくぼ片山家・古民家でのお月見体験にハロウィンを融合させたイベントを企画

しました。 

縁側から日本庭園を眺めながら、秋空に浮かぶ月をイメージしつつ、季節のお団

子を食べながらのお茶会と、ハロウィンの合い言葉を唱えるとお菓子がもらえる

和洋折衷の茶話会でした。 

 

 

【11 月】カラダとココロをリフレッシュ「五感を満たす癒しの時間」 

参加者：18 人 海外からの参加者：0 人 

整体と野草茶と尺八・フルートの音楽会という異色のコラボおしゃべり喫茶にな

りました。 

讃岐骨法という体の芯からリフレッシュする整体体験と、片山家の近隣で収穫さ

れた野草茶を試飲して、バックミュージックは尺八・ギター・フルートの生演奏

という、非常に贅沢なひと時を体験しました。 

 



 

 

【12 月】しめ縄体験 

参加者：19 人 海外からの参加者：3 人 

藁を自分で編んで、個性あふれるしめ縄作りを体験しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



※ワールドフェスタ特別参加 

橋本財団主催のワールドフェスタに初めてワークショップで参加しました。 

多くの方に参加していただいて、午前中には準備していた 25 本が完売してしま

いました。 

 

 

【1 月】もちつき大会 

参加者：70 人 海外からの参加者：3 人 

新年を祝うイベントとして、地元如水太鼓のパフォーマンスと餅つき大会を開催

しました。 

地域の方たちの協力のもと、小さな子たちも外国の方たちもが楽しく参加してく

ださいました。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

【2 月】早春コンサート 

参加者：43 人 海外からの参加者：1 人 

つくぼ片山家スペシャルユニット suger＆village の音楽会を開催しました。 

イントロクイズでは、外国の方が日本の音楽をたくさん知っていることに驚かさ

れて、参加者が力を合わせて答え合わせをする楽しいコンサートでした。 

 

 

 

【3 月】古民家でリアルお雛様体験 

参加者：10 人 海外からの参加者：10 人 

昨年大好評だったリアルお雛様体験。今年も素敵な男雛女雛様がいらっしゃいま

した。 

能舞台やお庭での記念撮影の後はお茶会を開いて和気あいあいのひと時でした。 

 



 

 

 

◉外国人参加者の国籍 

ベトナム・ミャンマー・中国・タイ・カナダ 参加数：のべ 20 人 
 

当初の
計画か
らの変
更点 

 
１年を通して日本の季節感と行事を組み合わせ、地域の人々と外国の人との交流
を念頭に月１回の「おしゃべり喫茶」を企画した。ほぼ事業計画通りに進めるこ
とができたと考える。 
 

成果 

地域住民と外国人が互いの文化や習慣を学び合い、交流を深める場を提供でき
た。日本人・外国人の区別なく、地域の人たちとの触れ合いの場での語らいを
通じて、「国籍」「性別」「年齢」を超えた関係性を構築できた。多様なイベ
ント（コンサート、お茶会、ピンポン大会、能楽体験、フリーマーケット、お
月見、ハロウィン、しめ縄体験、もちつき大会など）の日本文化体験を企画し
た。これらの活動を通じて、地域交流の促進、多文化理解の深化、参加者の交
流機会の創出といった成果が得られたと考える。 

今後の課題と対
応策 

イベントによって参加者数に大きな差があり、外国人の参加が全くない月が続く等、外国

人の参加を促すための検討が必要と考えられる。 

【課題】①月 1 回（原則第 3 土曜日に固定）の開催日に関して、日本で働く外国人の勤務

が読みにくく、なかなか自由に休みが取れず参加できない状況にある。②イベント内容を

もっと参加したくなるような企画を考える。③言葉の壁をどのように克服していくか、リ

ピートしたくなるような雰囲気をどのように作って行くかが課題である。 

【対応策】①外国人が興味を持ちやすいテーマや内容を取り入れる（例：多文化交流を促

進する料理教室、言語交換会など）②イベント情報を多言語で発信する（SNS、地域の外

国人コミュニティとの連携など）③外国人が参加しやすい時間帯や場所を設定する。 



〇参加しやすい雰囲気づくり:日本人参加者にも多文化理解を促し、外国人参加者を温かく

迎える雰囲気を作る。言語の壁を乗り越えるための工夫をする（例：翻訳ツールの活用、

簡単な多言語でのコミュニケーション）。外国人参加者が互いに交流できる機会を作る。 

 

写真の提出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【リアルお雛様集合写真】参加国：ベトナム・ミャンマー・中国・タイ・カナダ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【ワールドフェスタお飾り作り  ファジマルも参加してくれました。】 
 
 

 

 



 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【筑波にお引越しをした cam さんがご主人と一緒に片山家にお里帰りしてくれました。】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【海外の人（カナダ）と地域の子供との交流。初めての英会話でドキドキだったそうです。】 

 

 

 


